
 藩校興譲館開校 250 年、そして上杉博物館「上杉鷹山と米沢の学び舎」の展示の開催に合

わせ、今回、鷹山公の教育の面にスポットを当てて下記のとおり講座を行います。師匠細井平

洲から何を教わったか？自身はどんな学びをし、どんな教育を行ったのか？”成す”ための教

育論を学びます。 

記 

１ 日  時  １０月１１日（日）午後１時３０分〜午後３時３０分 

２ 会 場  臨泉閣２階（上杉神社内） 

３ 対 象 者  どなたでも 

４ 参 加 費  市内在住在勤の方３００円 市外の方 1,000円 大学生以下無料 

５ 講   師  

緩ゆ
る利り 誠

ま
こ
と（ゆるりまこと）氏 昭和女子大学准教授/昭和女子大学現代教育研究所所長 

今回「なせばなるクラス」と共催事業である「先３」を主宰。ガチガチの教育をゆる

めることがライフワーク。人生で大切なことは学校で学んだ、そう思ってもらえるカリ

キュラムのあり方やつくり方、動かし方をテーマに研究中。共創する学び（Co-Creative

Learning，コクリ）というコンセプトを掲げ、子どもたちや学校の先生方と一緒になっ

て、ワクワクドキドキするプレイフルな学びづくりに没頭する毎日。心躍る学校教育の

実現にむけ、学校現場をこよなく愛し、学校現場に根差すアカデミックプラクティショ

ナー。天理市の教育改革「毎日が楽校」プロジェクトにも伴走中！

佐藤 正三郎（さとうしょうさぶろう）氏  米沢市上杉博物館 学芸員 

1983年、山形市生まれ。千葉大学文学部、同大学院博士前期課程を修了。野田市郷土

博物館（千葉県）学芸員を経て、2013年より現職。専門は日本近世史、アーカイブズ学

（国立公文書館認証アーキビスト）。上杉鷹山を始め歴代藩主と、米沢藩の家臣団、米沢

城に関する研究などを行う。最近は 9 月 19 日から開催の特別展「上杉鷹山と米沢の学

び舎―藩校「興譲館」から米沢の学校へ―」に向け、地元の教員や学生と連携し学校に

伝わる資料の調査を実施。米沢 にある江戸時代から現代までの史料を保存・活用し、歴

史を読み解く楽しさを伝えたい、との思いで日々研究に取り組んでいる。 

米沢鷹山大学「なせばなるクラス なせばなるの

名君はどんな教育受けたの？したの？～上杉鷹

山の教育論～」を開催します 

令和 ８年 ９月３０日 

社会教育課社会教育担当 

 

電話 22-5111（内線７５０１） 

米沢市報道資料 



倉成 英俊（くらなりひでとし）氏 株式会社 Creative Project Base代表 

1975年、佐賀県生まれ。小学校の時の将来の夢は「発明家」。 2000年電通入社、クリ

エーティブ局に配属。多数の広告を企画制作後、広告のスキルを超拡大応用し、各社新

規事業部の新プロジェクト創出支援、APEC Japan 2010、東京モーターショー2011、電通

B チーム、有田焼創業 400 周年事業など、様々なジャンルのプロジェクトをアドバイス

/リードする。2020年 7月 1日 Creative Project Baseを起業。ライフワークの 1つが

歴史の現代への応用で、鍋島藩の伝説の藩校弘道館を現代にアップデートした「弘道館

2」、長崎の出島のように本体組織からはみ出して価値を生む通称出島組織を長崎の出島

に集める「出島組織サミット」などを行う。大の米沢＆鷹山公ファン。 

 

 




